
 様式第１号 

 
○ ○ 第 ○ ○ 号 
平成  年  月  日 

 

 

財団法人 島根県学校給食会 
  会長 浅野 俊雄 殿 

 

 

（事業実施者） 

住所 〒○○○－○○○○ 
   ○○市○○町○○番地 

団体名 ○○市 

代表者氏名 市長 ○○ ○○   印 

 

 

学校給食地場農畜産物利用拡大事業計画の（変更）承認申請について（平成○年度） 

 

 

このことについて、地産地消・産直緊急推進事業実施要領（平成２１年５月２９日付け

２１生産第１５３５号農林水産省生産局長通知）別紙２の第７の２の（１）のアの規定に

基づき、関係書類を添えて（変更）承認を申請します。 

 

 

 

（注）関係書類として、実施要領参考様式第６号別添様式のうち、第１～第４に基づいて作成した資料

を添付すること 
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 参考様式第６号別添（実施要領別紙２第７の２の（１）のア関係） 

事業実

施主体

記入欄

整理番号  

承認年月日 平成   年   月   日 

変更承認年月日 平成   年   月   日 

届出年月日 平成   年   月   日 

 
 
 
 

学校給食地場農畜産物利用拡大事業 
 
 
 

 

承認申請等の種類 
 事業計画書 □  助成金交付申請書 □  事業実績報告書  

 承認  □  変更  □  届出 □  承認  □  変更  

 
 

（作  成  日） 平成  年  月  日 

（事業完了年月日） 平成２２年３月３１日 

（ 事業実施者名 ） ○ ○ 市 

 
 
（注）１．整理番号、承認年月日及び変更承認年月日は記入しないで下さい。 

２．事業完了年月日は、事業実績報告書を提出する場合のみ記入して下さい。 
３．本様式により、事業計画の承認、変更の届出、助成金の交付申請、事業実績報告を行うことができます。 
４．承認申請等を行う場合、該当する承認申請の種類に加え、応募、承認又は変更の□にチェックして下さい。 
５．変更する場合は、変更箇所を加筆修正した該当資料ページのみ作成・提出して下さい。 
６．本様式の電子ファイルを農林水産省ホームページに掲載していますので御活用下さい。 
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第１ 事業実施計画総括表 

事業名 実施内容（概要） 
事業費 

負担区分 
備考 国庫助成金 自己負担 

千円 千円 千円

１ 連携活動の実施 ・協議会の開催（2回） 

・農作業体験の実施（2回） 

1,000 1,000 0 定額 

小計  1,000 1,000 0  
２ 地場農畜産物利用拡大献立の導入・

実証 
実証献立を○○小学校で 10 回、□□中学校で 15 回、◇

◇給食センター（10回）で 

4,970 2,485 2,485 1/2以内 

小計  4,970 2,485 2,485  
３ 冷凍・加工食品の試作・開発 地場産大豆を使った味噌の試作（試作 2 回、アンケート

調査１式） 

3,200 1,600 1,600 1/2以内 

小計   3,200 1,600 1,600  
４ 新たな集荷・配送・搬入体制の構

築、加工の実施 
新たに○○直売所の野菜を○○小学校の給食に導入（運

送体制の構築、保管用冷蔵機器のリース） 

2,700 1,350 1,350 1/2以内 

小計  2,700 1,350 1,350  
合 計  11,870 6,435 5,435  
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第２ 事業実施者の概要 
名 称 代表者氏名 所在地 構成員 共同事業者名 備考 

○○市 ○○市長 

 ○○ ○○ 

 ○○県○○市○○番地 － JA○○ 

○○市学校給食会 

□□食品 

☆☆生産者組合 

 

（注）１．協議会の規約、役員名簿、直近の事業報告書、会計手続きの実施体制を確認できる書類を添付して下さい。 
２．事業実施者が地域協議会以外の場合には、共同事業者名を記入して下さい。 

 
第３ 学校給食に導入する地場農畜産物の利用割合等 

実施地域の範囲 
利用割合 利用実数 

備考 基準年（20年度） 目標年（22年度） 基準年（20年度） 目標年（22年度）
％ ％ 品目(又はkg) 品目(又はkg)

○○市管内 10％ 15.7％ 7品目 11品目 利用割合は品目数により算定 

（注）１．平成２２年度までの２カ年で、学校給食における地場農畜産物の利用割合を５ポイント以上拡大又は利用実数を５割以上拡大させる目標を設定して下さい。 
２．「利用割合」又は「利用実数」のいずれかを記入して下さい。また、別添計算様式Ａによる算定根拠及び別添計算様式 Bによる地場農畜産物の利用拡大の計
画を添付して下さい。 

３．備考欄に、品目数による割合か重量による割合かを記入して下さい。 
 
第４ 地場農畜産物利用拡大献立の導入・実証の実施計画 

学校名・給食センター名 
児童・生徒数 実証献立の 

実施回数 単価 助成対象経費 助成額（概算） 
備考 

人 回 円 円 千円

○○小学校 800人 10 140円 1,120,000円 560千円  
□□中学校 500人 15 140円 1,050,000円 525,千円  
◇◇給食センター 2,000人 10 140円 2,800,000円 1,400千円  

計 3,300人   4,970,000円 2,485千円  
（注）実施計画の策定時には、実証献立の実施を計画している学校や給食センターごとに必要な助成額を概算で算出して下さい。 
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第５ 事業の内容等（事業計画の承認申請の場合は、以降の様式は提出不要） 
  事業の目的及び取組方針 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）連携活動の実施 
 
 

実施内容 参集範囲（調査対象等） 実施時期 実施回数 備考 

 
協議会の開催 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
月 

 
回 

 
 
 

 
処理基準・処理規格の検
討･作成 

 
 
 

 
 
 
 

 
月 

 

 
回 

 

 
 
 

 
児童・保護者等への調査
 

 
 
 

 
 
 
 

 
月 

 

 
回 

 

 
 
 

 
農作業体験等の交流活動
の実施 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
月 

 
 

 
回 

 
 

 
 
 
 

 

「第５ 事業の内容等」は記入して頂いても構いませんが、承認申請時には省略することも

出来ます。（実績報告時には、記入が必要です）。 
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（２）地場農畜産物利用拡大献立の導入・実証 

 
学校名 
 

 
実施年月日 

 

             
助成金額 
 

 
 

○○小学校 
 

 
 

 
千円 

 
 

 
千円 

 
小 計 

 
回 

 
千円 

 
 

○○中学校 
 

 
 

 
千円 

 
 

 
千円 

 
小 計 

 
回 

 
千円 

 
合 計 

 

 
回 

 

 
千円 

 
（注）別添計算様式Cに基づく献立ごとの算定根拠を添付すること。 
 
（３）冷凍・加工食品の試作・開発 
  ① 検討委員会・試食会・調査の開催 
 

開催時期 
 
参集範囲（調査の場合は調査対象者） 

 
内容（検討会、試食会、調査の内容） 

 
備考 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

（注）備考欄に検討委員会、試食会、調査を記入すること  
 
  ② 試作・開発の実施 
 

試作･開発する加工食品名 
 

原材料名 
 

試作・開発実施者 
 

備考 
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（４）新たな集荷・配送・搬入体制の構築、加工の実施 
    ① 新たな集荷・配送・搬入体制の構築 
   ア 取組の概要 
 
 
（注）取り組む事項（集荷・配送・搬入体制の構築）毎にその内容を記入すること。 
 

イ 集荷・配送・搬入体制の構築に要する経費 
 

年間実施回数  ① 
 

１回当たりの経費 ② 
 

年間経費（＝①×②） 
 

備 考 
 

回 
 

円
 

円
 
 

 
回 
 

円
 

円
 
 

 
 
 

 
 
 

 
円

 

 
 
 

 (注）１．１回当たりの集荷や配送に要する経費は、第３者が証拠書類に基づき、確認できる経費の範囲内であることとする。 
２．備考欄に、集荷、保管、学校給食の調理現場への搬入のいずれかを記入する。 

 
      ウ 保管用機器のリース 
 

設置場所 
 

リースする機器名 
 

リースに要する経費 
 

備 考 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

    ② 加工の実施 
 

加工する品目 
 

 
加工方法 
 

 
加工実施場所 

 

 
単位当たり 

加工数量(kg) ① 

 
１ｋｇ当たり 
加工経費  ② 

 
加工係増経費（＝①×②） 

 

 
備 考 
 

 
 

 
 

   
円
 

 
計 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
円

 

 
 
 

（注）加工方法は、洗浄、皮剥き、カット、冷凍等について記入することとする。 



別添計算様式Ａ(品目数による算定の記入例）

米
牛乳
ほうれんそう
じゃがいも
にんじん
ねぎ
キャベツ
トマト
牛肉
豚肉
味噌
地場農畜産物の計　　① 7 品目(又はkg) 11 品目(又はkg)
全ての品目の合計　　② 70 品目(又はkg)
利用割合　③＝①／② 10 ％ 15.7 ％
22年度増加ポイント数 5.7 ポイント

　＜１０日以上を抽出した場合は20年度の月日等を以下に記入＞

計 日間
１１月１７日　　～　１１月２１日　　（５日間）

○
○
○

６月１６日　　～　６月２０日　　（５日間）

○
○

○

○
○
○

○

○
○
○

20年度利用実績
○
○
○

学校給食に導入する地場農畜産物の利用割合算定表

抽出した月日
10

22年度利用計画
（該当に○印）

○

・品目数による算定　　・利用重量による算定

○

(注）

３．22年度の利用計画における利用割合は、20年度の「全ての品目の合計」の値を基に算定すること。

１．利用割合は、要領別表２に基づき算定すること。

２．利用重量で利用割合を算出する場合は、利用実績又は利用計画に実数（ｋｇ）を記入の上、利用割
合を算定し、品目数で利用割合を算定する場合は、○印を付けて品目数をカウントの上で利用割合を算
定すること。



別添計算様式Ａ(重量による算定記入例）

ほうれんそう
じゃがいも
にんじん
ねぎ
キャベツ
トマト
牛肉
豚肉
味噌

地場農畜産物の計　　① 75 品目(又はkg) 146 品目(又はkg)
全ての品目の合計　　② 800 品目(又はkg)
利用割合　③＝①／② 9.4 ％ 18.3 ％
22年度増加ポイント数 8.9 ポイント

　＜１０日以上を抽出した場合は20年度の月日等を以下に記入＞

計 日間

学校給食に導入する地場農畜産物の利用割合算定表

抽出した月日
10

22年度利用計画
（該当に○印）

40

・品目数による算定　　・利用重量による算定

10

20年度利用実績
15

10

15
3
8

10
25
15

20
25
20

６月１６日　　～　６月２０日　　（５日間）

5

１１月１７日　　～　１１月２１日　　（５日間）

(注）

３．22年度の利用計画における利用割合は、20年度の「全ての品目の合計」の値を基に算定すること。

１．利用割合は、要領別表２に基づき算定すること。

２．利用重量で利用割合を算出する場合は、利用実績又は利用計画に実数（ｋｇ）を記入の上、利用割
合を算定し、品目数で利用割合を算定する場合は、○印を付けて品目数をカウントの上で利用割合を算
定すること。

様式Ａを１年間の利用重量で算定する場合には、様式Ａの欄外

に欄を設け、そこに利用が拡大する地場農畜産物に○印を付け

ることにより、様式Ｂの作成を省略することができます



別添計算様式B(記入例）

(単位：ｋｇ）

２０年度
利用実績

２２年度
利用計画

米 400 400 21年度から市内産に変更
小松菜 100 150
じゃがいも － 300
にんじん 50 200
ねぎ 50 100
キャベツ 200 250
白菜 200 250
なす － 100
味噌 － 50
牛肉 － 160
豚肉 － 40

(注）
１．年間の利用重量を記入すること。
２．県内産を市内産に変更した場合は、その旨、備考欄に記入すること。
３．利用重量を拡大する品目のみ記載すること。

地場農畜産物の利用拡大の計画（助成対象品目確認表）　

４．計算様式Aにおいて、利用割合を年間の利用重量で算定する場合は、計算様式Aの欄外に利用が拡大する地場
農畜産物に○印を付けることにより、本様式の作成を省略することができる。

地場農畜産物の利用重量（ｋｇ）
備考



別添計算様式C

献立名 原材料名 地場農畜産物 重量（ｋｇ） 金額（円）
△△△△△
○○○○○

0

導入・実証献立における地場農畜産物利用状況及び助成金額算定表

導入・実証年月日：
導入・実証学校等名：

地場産品目計（又は重量計）　① 0

0

0

20年度の実績　　　　　④
助成対象金額（事業費）計　　⑤

助成金額　　⑥＝⑤×１／２

地場産品目計（又は重量計）　①
全品目数計（又は全重量計）　②

地場産の利用割合　　③＝①／②×100

(注）

１．利用割合は、要領別表２に基づき算出すること。

２．実証した献立に使用した原材料名は全て記入する。

３．地場農畜産物を利用している場合は、「地場農畜産物」の欄に「○」を記入する。また、新たな地場農畜産物を導入する

場合は、「◎」を記入する。

４．２で◎を記入した地場農畜産物については重量と金額を記入し、○を記入した品目のうち、計算様式Bで助成対象とし

た品目について、重量と金額を記入する。

５．品目数で利用割合を算定した場合であって、◎印が含まれる献立の場合は、地場農畜産物欄の「地場産品目数計」、

「全品目数計」、「地場産の利用割合」は記入不要とする。

６．重量で利用割合を算出する場合には、「重量」の欄は地場農畜産物以外の品目を含めて全て記入する。


